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滝
は
川
の
乎
衡
断
面
に
縦
日
が
あ

っ
て
卜
侃
側
か
闘
い
楊
合
に
そ
の
継

目
に
龍
か
仕
ず
る
こ
と
て
あ
り
、
閂

凡
の
一
部
か
重
肛
に
近
く
な
っ
て
、

流
水
が
門
休
を
離
且
て
治
卜
す
る
場

合
こ
且
を
「
滝
」
と
呼
ん
て
い
る
。

滝
を
文
化
印
に
利
用
し
て
い
る
点

は
、
天
息
の
飲
料
水
と
水
力
発
電
と

し
て
、
一
日
も
欠
か
す
こ
と
の
て
き

な
い
も
の
て
あ
る
。
幸
に
し
て
日
本

は
地
哩
的
に
も
山
岳
地
州
多
く
f
'

こ

の
た
め
闇
が
各
所
に
点
在
し
て
い
る

が
、
そ
の
円
f

名
晶
の
一
ー
ニ
を
あ

げ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
す
f

閲
東
地
力
に
は
韮
厳
龍
が

あ
る
。
こ
の
滝
は
日
兄
国
立
公
園
に

あ
り
f

日
光
じ

i
-
'
滝
中
の
第
一
の

滝
3

仏
教
の
紆
巻
の
名
を
と
っ
た
も

の
と
い
わ
九
、
中
禅
守
湖
を
加
と
す

る
人
谷
川
が
男
休

111
か
ら
流
出
し
た

裕
尉
に
か
か
っ
て
て
き
た
簡
て
r

-

]

回

サ
九
キ
ハ

'
-
m
、
幅
は
し
訊
て

I
Q

m
拿
f

名
隊
に
ふ
さ
わ
し
い
風
娯
と

笑
観
を
誇
小
し
て
い
る
。

閲
四
地
万
の
名
欅
と
し
て
は
脚
知
曰

詭
と
箕
印
麗
が
あ
け
ら
九
る
。

那
智
直
は
紀
伊
勝
浦
町
那
智
山
に

あ
り
f

四
十
八
龍
と
呼
ば
打
る
中
の

「
-

I
虎
」
大
滝
て
、
ヒ
ノ
キ
f

ス

キ
な
と
の
除
始
林
に
囲
ま
れ
f

石
英

粗
面
岩
の
励
庄
に
か
ヵ
り
、
高
サ
一

―
-
0
m
、
輻
烙
口
て
-
―

-
I
-
こ

-m

て
f

4

1

回
サ
て
日
平
一
と
称
せ
ら
汎
て

い
る
。

み
の
苓

箕
血
滝
は
大
阪
府
下
箕
面
市
の
箕

印
公
園
内
に
あ
り
f

附
近
は
桜
r

モ

ミ
ゾ
を
始
め
と
し
て
植
物
f

鳥
類
f

昆
虫
の
宝
恥
と
し
て
の
「
明
治
の
森

口
定
公
国
」
の
中
て
美
観
を
ほ
し
い

ま
ま
に
し
f

高
サ
三
三

m

（
一
説
に

四
八

m
)

あ
り
f

名
瀑
の
名
を
た
た

え
ら
れ
て
い
る
。

古
来
f

龍
は
神
聖
祝
さ
乳
て
き
た
。

那
智
の
滝
の
よ
う
に
神
を
奈
っ
た
所

も
多
く
、
滝
水
に
打
た
九
て
行
（
き

よ
う
）
を
行
な
う
「
修
険
者
」
の
道

場
て
も
あ
る
。
ま
た
伝
説
地
と
し
て

旦
岐
阜
県
の
養
老
滝
の
如
く
r

孝

壬
伝
説
の
地
と
し
て
も
有
名
て
あ
る
。

神
戸
市
葺
合
区
に
あ
る
布
引
滝
は

生
田
川
が
六
甲
山
地
南
側
ヵ
コ
ウ
岩

の
断
層
崖
を
刻
む
と
こ
ろ
に
あ
り
r

雄
滝
：
雌
滝
の
両
滝
に
分
れ
、
古
来

名
所
と
し
て
知
ら
仇
て
い
る
。

明

治

の

森

箕

面

国

定

公

園

天
下
の
鼠
肋
地
箕
面
は
、
古
く
は

元
粽
の
昔
か
ら
「
紅
葉
と
滝
の
名
所
」

と
し
て
た
た
え
ら
九
て
い
る
所
で
あ

る
が
、
助
缶
一

i-l
―
年
〔
一
八
九
八

年
〉
大
阪
附
最
初
の
府
詞
公
園
と
な

っ
た
。
こ
の
公
園
の
生
み
の
親
f

故

森
秀
次
氏
は
池
田
市
細
刈
の
出
身
て

私
財
を
な
け
ぅ
っ
て
公
園
整
価
に
カ

を
入
れ
ら
れ
た
先
覚
者
て
f

そ
の
名

を
忘
九
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
後
明

治
四
十
二
年
箕
面
有
馬
鉄
氾
（
現
阪

急
電
鉄

KK)

の
開
通
す
る
に
及
ん
て
、

都
心
か
ら
一

9-0分
、
大
阪
国
際
空
港

か
ら
一

0
分
と
い
う
交
通
至
使
の
観

光
地
と
し
て
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。

そ
の
悛
昭
和
四
十
二
年
は
明
治
百
年

を
記
念
し
て
国
は
明
治
の
森
箕
面
国

定
公
園
と
し
て
指
定
f

さ
き
の
箕
面

公
園
言
面
頴
約
八
三
。
七
六

h
a
)

及

び
周
辺
の
森
を
含
め
て
総
面
積
実
に

九
六
二
，
六

ha
の
大
自
然
が
憩
い
の

場
所
と
な
っ
た
。
こ
の
ゆ
た
か
に
し

て
大
自
然
に
包
ま
れ
た
箕
面
巾
は
r

北
摂
連
山
を
背
に
し
て
澄
み
き
っ
た

青
空
の
も
と
、
さ
ん
さ
ん
と
輝
く
太

陽
と
緑
の
も
と
で
、
春
は
桜
に
青
葉
、

夏
は
河
鹿
の
声
に
r

秋
は
紅
葉
、
冬

は
鍛
錬
と
レ
ク
リ
ェ
ー
ノ
ョ
ソ
、
四

李
そ
れ
そ
れ
の
趣
き
の
外
、
柏
物
、

鳥
類
、
昆
虫
の
種
類
に
富
み
、
そ
の

宝
恥
と
し
て
地
域
的
、
天
恵
的
の
自

然
教
室
の
感
が
あ
る
。
ま
た
文
化
財

と
し
て
も
豊
富
で
あ
る
が
、
滝
安
寺

ち

（
箕
面
寺
）
の
開
基
は
白
雉
元
年
（
六

え
ん

五

0
年
）
役
の
小
角
が
箕
面
滝
て
修

業
し
f

こ
の
寺
を
建
立
し
た
の
が
は

し
ま
り
で
修
験
道
の
根
本
道
場
と
し

て
発
展
し
て
き
た
。
天
台
宗
寺
門
派

園
城
弄
聖
護
伍
派
に
属
し
弁
財
天
を

記
る
が
、
こ
訊
は
日
本
最
古
の
弁
天

さ
ま
で
竹
生
島
、
江
之
島
r

厳
島
と

共
に
日
本
四
介
天
の
一
に
数
え
ら
れ

て
い
る
。
往
時
よ
り
皇
室
の
尊
崇
深

く
、
山
門
は
寛
永
四
年
御
所
の
旧
御

門
を
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

勝
尾
寺
は
西
国
観
音
霊
湯
三
十
三

番
札
所
の
―
つ
で
あ
り
現
存
す
る
建

物
は
豊
臣
秀
吉
の
造
営
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
神
亀
四
年
〈
し
二
七

年
）
摂
津
国
守
籐
原
敦
房
の
子
善
仲

d

哀
算
の
開
基
で
天
平
神
護
元
年
（
七

六
五
年
）
光
仁
天
皇
の
御
子
閲
成

み
る
＜
じ

皇
子
に
よ
っ
て
弥
勒
寺
と
名
つ
け
ら

れ
、
そ
の
後
、
勝
尼
寺
と
寺
号
を
改

め
ら
れ
た
。
以
上
の
滝
安
寺
f

勝
尾

寺
は
奈
良
時
八
に
始
ま
る
山
間
の
密

二
天
言
多
謝
）

教
寺
院
と
称
す
へ
き
も
の
て
あ
る
。

元
緑
時
代
〈
一
七

0
一
年
）
の
義

拳
と
し
て
有
名
な
赤
穂
義
士
萱
野
三

平
の
旧
邸
は
箕
面
市
芝
（
旧
萱
野
村
）

に
あ
り
、
自
刃
の
部
屋
が
当
時
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ア
フ
リ
カ

で
黄
熱
病
研
究
の
礎
と
な
っ
た
故
野

ロ
英
世
氏
の
像
f

並
ひ
に
前
述
の
箕

向
公
園
設
置
の
功
労
者
故
森
秀
次
氏

の
像
も
建
立
さ
れ
て
、
行
人
墨
客
の

囀
敬
を
集
め
て
い
る
。

昭
和
二
十
八
年
建
設
さ
れ
た
故
中

林
懸
次
氏
寄
贈
の
昆
虫
館
に
は
約
六

0
0
0
璽

八

0
0
0
点
の
昆
虫
標

本
が
展
示
さ
れ
f

昆
虫
研
究
の
全
宝

で
あ
る
。
そ
の
他
勤
労
者
憩
の
家
、

青
少
年
の
家
f

み
の
お
山
荘
な
と
あ

り
r

餌
〈
え
）
付
け
て
有
名
に
な
っ

た
箕
印
の
野
猿
は
歴
史
も
古
く
、
滝

安
寺
に
あ
る
江
戸
時
代
の
絵
巻
物
に

多
く
の
サ
ル
が
え
が
か
れ
て
お
り
、

昭
和
三
十
一
年
十
二
月
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
九
た
（
現
在
百
五
十
匹
）
。

静
寂
に
し
て
幽
蓬
、
そ
の
な
か
に

躍
動
す
る
健
康
都

rhr
明
日
を
荷
な

ぅ
青
少
年
を
育
て
る
明
る
い
環
境
f

詞
和
の
と
れ
た
教
肯
を
モ
ノ
ト
ー
と

す
る
厖
設
の
各
種
f

こ
の
中
心
ま
れ
た

観
光
都
市
箕
面
巾
の
木
と
化
「
イ
ロ

ハ
モ
ミ
ゾ
、
及
び
サ
サ
ユ
リ
」
の
r

の
ひ
の
ひ
と
し
た
発
育
と
成
長
を
祈

っ
て
や
ま
な
い
。
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